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資料２
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● 水素は様々なエネルギー源から製造可能で、燃料にも電気にもなる。
(大幅なCO2排出削減が可能)

● 水素は低熱量の気体であり、運搬・貯蔵が困難。水素を大量輸送する技術
（エネルギーキャリア）や水素をエネルギー源として利用する関連技術の開発が重要。
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全体概要 ～ 「エネルギーキャリア」課題の取組み
〈CO2 フリー水素バリューチェーンの構築〉


